様式第１号（第６条関係）

補 助 金 交 付 申 請 書

　　年　　月　　日　

淡路市長　　様
（申請者）
	住　　所
	〒



	氏　　名
	（※団体の場合は、団体名、役職及び代表者氏名）



	電話番号
	　　　　-　　　　-　　　　

	電子メール
	　　　　　　　　　　＠　　　　　　　　　.jp


（上記代理人）
	氏　　名
	※事業所等の名称、役職及び担当者氏名



	電話番号
	　　　　-　　　　-　　　　

	電子メール
	　　　　　　　　　　＠　　　　　　　　　.jp



淡路市住宅耐震化促進事業補助金交付要綱第６条の規定により、補助金の交付を受けたいので、関係書類を添えて下記のとおり申請します。

記

	住宅の所在地
	淡路市

	住宅の所有者氏名
（団体の場合は、その名称及び代表者氏名）
	
	住宅
の
区分
	□一戸建ての住宅
□その他共同住宅（長屋・アパート等）

	申請者と住宅所有者の関係
	□同じ
□所有者の二親等以内の親族（所有者の年齢：　　歳）
□その他（　　　　　　　　）

	補助のメニュー
	⑤屋根軽量化工事費補助、⑥シェルター型工事費補助　（申請する補助メニューを○で囲む）

	申請額
	補助事業の対象となる経費
	補助金交付申請額

	
	円
	円

	工事予定期間
	着　工
	　　　　年　　月　　 日
	完　了
	　　　　年　　月　　 日


	市町受付欄







様式第耐震部分１号
耐震改修工事住宅概要書（個表）

（屋根軽量化工事費補助・シェルター型工事費補助）
	住宅の名称
	

	住宅の所在地（地番）
	
	１ 所有者の住所と同一
２ 所有者の住所と別

	住宅の所有者
	氏名
	
	(所有者と申請者が異なる場合のみ記載)
生年月日　　　　　年　　月　　日

	
	住所
	〒
電話　　　　　　　　　　　　　　　　

	申請者
住宅所有者と申請者が異なる場合のみ記載
	氏名
	
	所有者との関係
	

	
	住所
	〒
電話　　　　　　　　　　　　　　　　

	改修後住宅の
居住者
シェルター型工事費補助のうち高齢者のみが居住する住宅の申請の場合に記載
	氏名
	
	生年月日　　　　　年　　月　　日

	
	氏名
	
	生年月日　　　　　年　　月　　日

	
	氏名
	
	生年月日　　　　　年　　月　　日

	
	氏名
	
	生年月日　　　　　年　　月　　日

	工事監理者
又は施工者
	事務所等名
	

	
	担当者氏名
	℡

	建築確認年月日
	年　　月　　日　　第　　　　　号　・　不明

	検査済証
	年　　月　　日　　第　　　　　号　・　不明

	建築年月
	年　　月頃竣工

	規　模
改修前：上段(　)書き
改修後：下段
	地上
	(　)

	階　地下
	(　)

	階　塔屋
	(　)

	階

	
	建築面積
	()

	㎡　　　　延べ面積
	()

	㎡

	店舗等併用住宅の場合の規模
	店舗等の用に供する部分の
床　面　積
	㎡
	延べ面積に対する
店舗等の用に供する部分の床面積の割合
	％

	構造種別
	１　木造　　　２　鉄骨造　　　３　鉄筋コンクリート造
４　鉄骨鉄筋コンクリート造　　５　その他（　　　　　　）

	備　考
	





様式第耐震部分２号
　　年　　月　　日
補助金　算定・精算書

住宅改修業者登録　兵住改　　　　第　　　　　　号
所在地
会社名
代表者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　

次のとおり　見積り　・　精算　致します。

（屋根軽量化工事費補助・シェルター型工事費補助）
	住宅の所有者
	

	住宅の所在地
	

	総工事費	(c)=(a)+(b)
	円

	
	補助対象工事費	(a)
	
	円

	
	その他工事費	(b)
	
	円


（添付書類）　
１　耐震改修工事費内訳書

※　シェルター型工事費補助については、登録業者でなくても可



様式第耐震部分３号
　　年　　月　　日
耐震工事事業計画書

　淡路市長　　様
施工者   住宅改修業者登録　兵住改　　　第　　　　　　号
所在地
	会社名
	代表者名　　　　　　　　　　　　　　　

様の所有されている住宅の耐震改修工事の計画は次のとおりですので報告します。

	１　住宅の名称
	

	
	所在地
	〒

	２　耐震改修の概要
	（補強方式）
□　シェルター型工事
□　非常に重い屋根を軽い屋根に軽量化する工事
　□　重い屋根を軽い屋根に軽量化する工事
　□　非常に重い屋根を重い屋根に軽量化する工事
（補強内容）

	３　改修前の診断
結果(総合評点)
	[bookmark: _GoBack]
改修前　　　　　　　　　　　　　　　　　　点
※屋根軽量化工事費補助の対象は、改修前の上部構造評点が下表以上となるものに限る
	屋根の仕様
	上部構造評点

	改修前
	改修後
	

	非常に重い屋根
	軽い屋根
	0.4

	重い屋根
	軽い屋根
	0.5

	非常に重い屋根
	重い屋根
	0.5


　

	４　備　考
	




（添付資料）　改修前の住宅の診断結果について次のいずれかを添付してください。
１　平成12年度から平成14年度までに実施した「わが家の耐震診断推進事業」又は平成17年度から実施している「簡易耐震診断推進事業」の診断結果
２　新たに現況住宅の一般診断を行った場合は、当該耐震診断計算書（診断者の記名押印のあるものに限る。）

　※　シェルター型工事費補助については、登録業者でなくても可
